
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　おむつ着用者の身体を覆うことができる前後胴周り域と股下域とを備えた被覆部材と、
前記身体と被覆部材との間に位置するように前記被覆部材の内面に取り付けられている体
液吸収性部材とを有する使い捨ておむつにおいて、
　前記体液吸収性部材は、前記股下域を中心に前記前後胴周り域方向ヘ延びてその延びた
前端部と後端部とが前記前後胴周り域それぞれの内面に固定されており、前記体液吸収性
部材の厚さ方向には、前記身体に当接する透液性の表面シートと前記被覆部材内面に当接
する裏面シートとこれら両シート間に介在する体液吸収性の芯材とが位置するとともに、
前記裏面シート側には前記裏面シートから前記表面シート方向へ向かってくぼみ、前記前
後胴周り域方向及び該方向に交差する方向ヘ延びる溝が形成され、

ことを特徴とする前記使い捨ておむつ。
【請求項２】
　前記体液吸収性部材の前記表面シート側には、前記表面シートから前記裏面シート方向
へ向かってくぼみ、前記前後胴周り域方向ヘ延びる第３溝が形成されている請求項１記載
の使い捨ておむつ。
【請求項３】
　前記第３溝の位置が前記第１溝の位置とほぼ一致している請求項 記載の使い捨ておむ
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つ。
【請求項４】
　前記体液吸収性部材の厚さ方向において、前記第１溝および第２溝を形成している前記
裏面シートと該裏面シートと向かい合う表面シートとの間に前記体液吸収性の芯材が介在
している請求項 に記載の使い捨ておむつ。
【請求項５】
　前記体液吸収性部材の厚さ方向において、前記第３溝を形成している表面シートと該表
面シートと向かい合う裏面シートとの間に前記体液吸収性の芯材が介在している請求項
～ のいずれかに記載の使い捨ておむつ。
【請求項６】
　前記体液吸収性部材が前記被覆部材に対して着脱可能なものである請求項１～ のいず
れかに記載の使い捨ておむつ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は、使い捨ておむつに関する。
【０００２】
【従来の技術】
　特開平８－２８０７３９号公報に開示された使い捨てパンツは、外シートと吸収本体と
からなるもので、外シートはパンツ形状を呈し、吸収本体は外シートの内面に取り付けら
れている。吸収本体は、外シートの股下域を中心に前後胴周り域方向ヘ長く延びるもので
、透液性シートと不透液性シートとこれら両シート間に介在する吸収部材とを有する。こ
の使い捨てパンツを着用すると、胴周り方向に弾性伸縮性を有する外シートの作用で吸収
本体がパンツ着用者の身体に密着する。
【０００３】
　特開平８－３８５４６号公報に開示の立体パンツ型使いすておむつは、パンツの内側に
吸収性パッド構造を有するもので、吸収性パッド構造はパンツの股下域を中心に前後身頃
方向ヘ長く延びている。吸収性パッド構造は、液透過性のトップシートと、液不透過性の
バックシートと、これら両シート間に介在する吸収体とからなる。このおむつを着用する
と、パンツに設けられた伸縮弾性サイドシートの作用によって吸収性パッド構造がおむつ
着用者の身体に密着する。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　前記両公知技術のように、パンツ型の被覆部材と、その内側に取り付けられた体液吸収
性部材とからなるおむつでは、吸収性部材がおむつ着用者の肌に当接する透液性の表面シ
ートと吸収性の芯材を挟んでこの表面シートと向かい合う裏面シートとを有し、この裏面
シートがパンツ型の被覆部材によって覆われている。かかるおむつが着用されたときには
、パンツ型の被覆部材が吸収性部材の裏面シートに密着して重なり、この吸収性部材を肌
に対して圧接する。吸収性部材は、このように、その裏面シートがさらにパンツ型の被覆
部材で厚く覆われるから、裏面シートにたとえ通気不透液性シートを使用しても、通気性
が悪くなりがちで、この吸収性部材が圧接する肌は蒸れ易い。また、このような問題は、
被覆部材がパンツ型のものである場合に限らず、開放型のものである場合にも発生する。
【０００５】
　そこで、この発明が課題とするのは、おむつ着用者の前後胴周り部と股部とを覆う被覆
部材と、この被覆部材の内側に取り付けられる吸収性部材とからなる使い捨ておむつにお
ける通気性の向上である。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　前記課題解決のためにこの発明が対象とするのは、おむつ着用者の身体を覆うことがで
きる前後胴周り域と股下域とを備えた被覆部材と、前記身体と被覆部材との間に位置する
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ように前記被覆部材の内面に取り付けられている体液吸収性部材とを有する使い捨ておむ
つである。
【０００７】
　かかる使い捨ておむつにおいて、この発明が特徴とするところは、次のとおりである。
前記体液吸収性部材は、前記股下域を中心に前記前後胴周り域方向ヘ延びてその延びた前
端部と後端部とが前記前後胴周り域それぞれの内面に固定されており、前記体液吸収性部
材の厚さ方向には、前記身体に当接する透液性の表面シートと前記被覆部材内面に当接す
る裏面シートとこれら両シート間に介在する体液吸収性の芯材とが位置するとともに、前
記裏面シート側には前記裏面シートから前記表面シート方向へ向かってくぼみ、前記前後
胴周り域方向及び該方向に交差する方向ヘ延びる溝が形成され、

こ
とにある。
【０００８】
【発明の実施の形態】
　添付の図面を参照してこの発明に係る使い捨ておむつの詳細を説明すると、以下のとお
りである。
【０００９】
　図１に斜視図で示された使い捨ておむつ１はパンツ型のもので、おむつ１着用者の胴周
り部と股部とを覆うことができるパンツ型の被覆部材２と、被覆部材２の内側に取り付け
られた体液吸収性部材３とを有する。被覆部材２は、前胴周り域６と、後胴周り域７と、
これら両域６，７間に位置する股下域８とを有し、前後胴周り域６，７が互いの側縁部１
１，１２で合掌状に重なり合い、縦方向へ間欠的に並ぶ多数の接合域１３において融着し
、一体化している。かかるおむつ１は、胴周り開口部１０ａと一対の脚周り開口部１０ｂ
とを有し、各開口部１０ａ，１０ｂの周縁部には鎖線で示されるように弾性部材２２，２
３（図２を併せて参照）が取り付けられている。
【００１０】
　図２は、図１において前後胴周り域６，７の一体化している側縁部１１，１２を剥離し
、おむつ１を矢印１４，１５方向ヘ伸展したときの平面図である。伸展したおむつ１にお
いて、被覆部材２は、それぞれが砂時計型を呈する同じ大きさの内面シート１６と外面シ
ート１７とからなり、これら両シート１６，１７がホットメルト接着剤等による接着また
は溶着によって間欠的に接合している。被覆部材２の前後胴周り域６，７の端縁部１８，
１９と、股下域８の両側縁部２１とでは、胴周り弾性部材２２と脚周り弾性部材２３とが
内外面シート１６，１７のいずれか一方の内面に伸張状態で取り付けられている。吸収性
部材３は、被覆部材２の股下域８を中心に前後胴周り域６，７方向へ延び、前後端縁部２
６，２７が前後胴周り域６，７の端縁部１８，１９にホットメルト接着剤２８（図６参照
）を介して固定されるか、または粘着剤や商品名マジックテープ等で知られるメカニカル
ファスナ等を介して取り外し可能に固定されている。吸収性部材３において前後端縁部２
６，２７間に延びる両側縁部２９には、吸収性部材３の幅方向中央ヘ向かって開口可能な
防漏壁３１が形成されている。防漏壁３１の内縁部３２には、前後端縁部２６，２７方向
ヘ延びる弾性部材３３が伸長状態で取り付けられている。吸収性部材３には、その裏面シ
ート３７（図４参照）側に形成された第１溝４１が鎖線で示されている。
【００１１】
　図３～５は、図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線，ＩＶ－ＩＶ線およびＶ－Ｖ線断面図である。お
むつ１を股下域８において前後方向へ二等分するＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿った図３の断面図
において、吸収性部材３は、おむつ１着用者の肌に当接する透液性表面シート３６と、被
覆部材２の内面シート１６に当接する好ましくは不透液性の裏面シート３７と、表裏面シ
ート３６，３７間に位置する体液吸収性の芯材３８とを有する。芯材３８は、親水性繊維
６１と高吸水性ポリマー粒子６２とを含み、吸収性部材３の前後端縁部２６，２７方向ヘ
長く延びる矩形のもので、表裏面シート３６，３７はその芯材３８の四周から延出して重
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なり合い、接着または溶着によって水密状態で互いに接合している。吸収性部材３の両側
縁部２９では、重なり合う表裏面シート３６，３７のうちの裏面シート３７が表面シート
３６よりも長く延び、その延びた裏面シート３７が吸収性部材３の幅方向中央ヘ向かって
折曲されて防漏壁３１を形成している。防漏壁３１は、その内面のうちでが吸収性部材３
の前後端縁部２６，２７に位置する部分がその前後端縁部２６，２７に対して接着剤４０
または溶着によって接合している。吸収性部材３が前後方向ヘＵ字型に湾曲した状態（図
１参照）では、防漏壁３１の弾性部材３３が収縮することに伴い防漏壁３１が起立し、吸
収性部材３の幅方向中央ヘ向かって開く開口３９を形成する。その幅方向中央部では、裏
面シート３７が接着剤３０を介して被覆部材２の内面に接合している。
【００１２】
　図２においてＩＩＩ－ＩＩＩ線よりも後胴周り域７寄りで吸収性部材３を前後方向へ二
分しているＩＶ－ＩＶ線に沿った図４の断面図では、吸収性部材３の裏面シート３７側に
、表面シート３６に向かってくぼみ、前後端縁部２６，２７方向ヘ縦に延びる２条の第１
溝４１（図５参照）が形成されている。第１溝４１は、好ましくは２～２０ｍｍの幅と芯
材３８の厚さの１／４～３／４の深さとを有し、その内面が裏面シート３７で覆われてい
る。第１溝４１内面の裏面シート３７と、この裏面シート３７と向かい合う表面シート３
６との間には芯材３８が介在している。かような第１溝４１は、吸収性部材３と被覆部材
２とが密着したときに、これら両部材２，３間に通気性の向上に役立つ空洞を形成するこ
とができる。
【００１３】
　被覆部材２の端縁部１９で横方向ヘ延びるＶ－Ｖ線に沿った図５の断面図では、芯材３
８から延出して重なり合う表裏面シート３６，３７が接着剤４２または溶着によって被覆
部材２に固定されている。重なり合う表裏面シート３６，３７は、被覆部材２に対して粘
着剤等によって取り外し可能に固定することもできる。
【００１４】
　また、図２において被覆部材２の前後端縁部１８，１９方向ヘ延びるＶＩ－ＶＩ線に沿
った図６の断面図では、第１溝４１が被覆部材２の股下域８で前後方向へ二分され、互い
に離間している状態が示されている。第１溝４１は適宜の寸法で互いに離間させることが
できるが、もし必要ならば、離間させることなく一連のものにすることもできる。なお、
図６では、防漏壁３１の存在が明らかになるように、図６のおむつ１であれば本来は表面
シート３６に重なるように倒伏している防漏壁３１がやや起立した状態で示されている。
【００１５】
　このように形成されたおむつ１では、これを着用したときに、被覆部材２と吸収性部材
３とが密着しても、第１溝４１においてはこれら両部材２，３が離間し、吸収性部材３内
外の通気性を向上させることができる。例えば、吸収性部材３の裏面シート３７に通気不
透液性のシートを使用したときには、芯材３８に含まれる高温多湿の空気が被覆部材２に
よって妨げられることなく裏面シート３７を経て第１溝４１へと流出し、かつ、第１溝４
１の内部を自由に移動することができる。被覆部材２の内外面シート１６，１７が通気性
のものであれば、第１溝４１に流出した高温多湿な空気がおむつ１の外部へとさらに流出
する。
【００１６】
　図７は、この発明の実施態様の一例を示す図４と同様の図面である。このおむつ１の吸
収性部材３には、縦方向ヘ延びる第１溝４１と交差して横方向へ延び、吸収性部材３の側
縁部２９にまで達する第２溝４６が形成されている。かかる第２溝４６は、第１溝４１内
の高温多湿な空気を第１溝４１の外へ流出させ、吸収性部材３の通気性を著しく向上させ
ることができる。好ましい第２溝４６は、第１溝４１とほぼ同様な幅と深さとを有し、１
条の第１溝４１に対して１条または複数条設けることができる。
【００１７】
　図８～１０は、この発明の実施態様の他の一例を示す図２と同様の図面と、同図面のＩ
Ｘ－ＩＸ線断面図と、同断面図の部分拡大図とである。図のおむつ１は、吸収性部材３の
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裏面シート４７側に図３～７に例示の第１溝４１または第１溝４１と第２溝４６とを有す
る他に、表面シート３６側に縦方向ヘ延びる第３溝４７を有する。第３溝４７は、表面シ
ート３６側に適宜の長さで少なくとも１条形成されるものであり、より好ましくは被覆部
材２の股下域８において前後方向ヘ互いに離間した状態で少なくとも２条形成される。図
８には、前後方向へ離間した２条ずつの第３溝４７が吸収性部材３の両側縁部２９のそれ
ぞれに形成されている。第３溝４７の存在は、図４の第１溝４１と同様に、吸収性部材３
を前後端縁部２６，２７方向ヘ湾曲しにくくするように作用するから、股下域８では第３
溝４７どうしを離間させて吸収性部材３の湾曲を容易にし、吸収性部材３を着用者の股部
にフィットし易くすることが好ましい。かかる第３溝４７は、２～２０ｍｍの幅と、芯材
３８の厚さの１／４～３／４程度の深さとを有することが好ましい。このように形成され
る第３溝４７は、その中に尿等の体液を流入させることによって、体液の側方ヘの移動量
を減少させ、おむつ１における横漏れを防ぐことができる。
【００１８】
　図１０の拡大図で明らかなように、吸収性部材３の横方向において第３溝４７の位置が
第１溝４１の位置とがほぼ一致している。表裏面シート３６，３７の両者に形成された第
１溝４１、 ４７がこのような状態にあれば、おむつ１を着用したときに、吸収性部
材３が仮想線で示されるように湾曲しておむつ１着用者の胴周りに沿い易くなる。吸収性
部材３が胴周り方向において着用者に当接するときに、第１溝４１はその幅を広げるよう
に変形し、第３溝４７はその幅を狭くするように変形するから、芯材３８がたとえ１０～
２０ｍｍの厚さを有していても吸収性部材３は胴周りに沿い易く、沿ったときには表面シ
ート３６側にしわが生じない。したがって、しわの存在によって表面シート３６の肌触り
が悪くなるということがない。かようにして、吸収性部材３の通気性を向上させる第１溝
４１は、好ましくはその位置が第３溝４７の位置とほぼ一致すると、吸収性部材３の胴周
りに対するフィット性を向上させるという効果をも奏する。第１溝４１と第３溝４７との
位置を図１０のように一致させるときには、両第１溝４１，４７の間に芯材３８を介在さ
せ、その芯材３８を介して体液が吸収性部材３の横方向へ拡散できるようにすることが好
ましい。
【００１９】
　パンツ型のおむつを例にとって説明したこの発明は、開放型の使い捨ておむつで実施す
ることも可能である。これらの使い捨ておむつ１において、被覆部材２には、不織布やプ
ラスチックフィルムを使用することができ、それらはいずれも通気性のものであることが
好ましい。吸収性部材３の芯材３８には、粉砕パルプ６１や高吸水性ポリマー粒子６２を
使用することができる。高吸水性ポリマー粒子６２は、粉砕パルプと６１と混合して使用
する他に、芯材３８の厚さ方向において層を形成させて使用することができる。また、高
吸水性ポリマー粒子６２は、表面シート３６から裏面シート３７へ向かって次第に多くな
るように分布させることができる。さらにはまた、吸収性部材３の横方向において高吸水
性ポリマー粒子６２の分布量に変化をつけることができる。例えば、図８において、第３
溝４７と４７との間にある高吸水性ポリマー粒子６２の分布量が、これら第１溝４６の外
方における分布量よりも多くなるようすることができる。いずれの場合においても、高吸
水性ポリマー粒子６２の使用量は、芯材３８の重量の２～９８％の範囲にあることが好ま
しい。芯材３８は、融点が１００±２０℃の範囲にある熱可塑性合成繊維を２０重量％を
上限として混在させると、芯材３８を加熱、加圧して第１～３溝４１，４６，４７を形成
することが容易になる。
【００２０】
【発明の効果】
　この発明に係る使い捨ておむつは、被覆部材の内側に取り付けられる吸収性部材の裏面
シート側に第１溝や第２溝を有するから、この吸収性部材の通気性やこの吸収性部材と被
覆部材との間の通気性が向上し、吸収性部材を肌に密着させたときに蒸れたりすることが
ない。
【図面の簡単な説明】
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【図１】　使い捨ておむつの斜視図。
【図２】　伸展した使い捨ておむつの部分破断平面図。
【図３】　図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線断面図。
【図４】　図２のＩＶ－ＩＶ線断面図。
【図５】　図２のＶ－Ｖ線断面図。
【図６】　図２のＶＩ－ＶＩ線断面図。
【図７】　実施態様の一例を示す図４と同様の図面。
【図８】　実施態様の一例を示す図２と同様の図面。
【図９】　図８のＩＸ－ＩＸ線断面図。
【図１０】　図８の部分拡大図。
【符号の説明】
　１　　　使い捨ておむつ
　２　　　被覆部材
　３　　　吸収性部材
　６　　　前胴周り域
　７　　　後胴周り域
　８　　　股下域
　２６　　　前端部
　２７　　　後端部
　３６　　　表面シート
　３７　　　裏面シート
　３８　　　芯材
　４１　　　溝（第１溝）
　４６　　　溝（第２溝）
　４７　　　第３溝
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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